
材料強度設計、第12時間目

1.自動車の軽量化と強度

2.自動車用アルミホイールの開発

3.トラックバス用渦電流ブレーキ装置
の開発



自動車の軽量化と強度（自動車
の強度、武田他、山海堂）

_軽量化とは

_車両の基本設計による軽量化

_シェイプアップ方式

_使用材料置換による軽量化

_接合方式による軽量化



軽量化とは



軽量化とは-2



車両の基本設計による軽量化

_部品点数の減少、部品の多機能化

_具体例としては　　　　　　　　　　　　　　　　　
1)マックファーソン式サスペンション　　　　　　　　
2)コッグドベルト（エンジンカムシャフト駆動のチェ
ーン代替品）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3)サスペンションとスタビライザを合体　　　　　　
　4)接着式窓ガラス　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　5)窓ガラス内封入式ラジオアンテナ



車両の基本設計による軽量化-2



シェイクアップ方式



シェイクアップ方式-2



シェイクアップ方式-3



シェイクアップ方式-4



シェイクアップ方式-5



使用材料置換による軽量化



使用材料置換による軽量化-2



使用材料置換による軽量化-3



使用材料置換による軽量化-4
軽量化と材料特性



使用材料置換による軽量化-5
軽量化と材料特性-2



使用材料置換による軽量化-6
軽量化と材料特性-3

_ 鉄鋼材料：鋼板（高張力鋼板、積層鋼板、特殊加
工鋼板）、構造用鋼

_ 鋳鉄材料：ねずみ鋳鉄、球状黒鉛鋳鉄、バーミ
キュラ鋳鉄

_ 焼結合金

_ アルミ合金
_ FRM
_ セラミックス

_ プラスティックス



使用材料置換による軽量化-7
軽量化と材料特性-4、鋳鉄



使用材料置換による軽量化-8
軽量化と材料特性-5、焼結合金



使用材料置換による軽量化-9
軽量化と材料特性-6、焼結合金-2



使用材料置換による軽量化-9
軽量化と材料特性-6、FRM



使用材料置換による軽量化-10
軽量化と材料特性-8、セラミックス



使用材料置換による軽量化-11
軽量化と材料特性-9、複合材料



接合方式の変更による軽量化
ースポット溶接



接合方式の変更による軽量化
ースポット溶接-2



接合方式の変更による軽量化
ー接着



鍛造アルミホイールの開発-
鍛造関連製造設備の紹介



鍛造アルミホイールの開発-
鍛造関連製造設備の紹介-2



鍛造アルミホイールの開発-
鍛造関連製造設備の紹介-2



鍛造アルミホイールの開発-
鍛造関連製造設備の紹介-3



鍛造アルミホイールの開発-
鍛造関連製造設備の紹介-４



鍛造アルミホイールの開発-
鍛造関連製造設備の紹介-5


